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はじめに                                      

 近年、日本全国で気温が３０℃を超える状況の長時間化と範囲の拡大、熱帯夜の出現日数の

増加といった高温化の傾向が見られ、日常生活環境における熱中症が問題になっています。独

立行政法人日本スポーツ振興センターによると、学校における熱中症事故は毎年 5，000 件程

度発生していましたが、平成３０年度は 7，000 件を超え、急激に多くなってきています。ま

た、平成２２年と平成３０年における熱中症による死亡者は 1，500 人と多く、熱中症対策は急

務を要します。気候変動の影響等を考慮すると、今後も同じような災害級の暑さが生じること

も予想されています。 

 環境省と気象庁は、熱中症予防策に資する新たな情報として「熱中症警戒アラート」を設け、

令和２年度から関東甲信エリアで試行を行い、令和３年度から全国での本格的運用が始まりま

した。また、令和３年５月に、環境省・文部科学省より「学校における熱中症対策ガイドライ

ン作成の手引き」が示され、学校設置者によるガイドラインの作成が求められました。 

 学校における児童生徒当の安全対策については、平成２１年に施行された学校保健安全法の

改訂で、学校安全計画及び危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）を各学校において作

成することとしています。これに基づき、各学校において、熱中症を含めた危機管理マニュア

ルを作成していますが、学校で実施した訓練等の検証結果や学校を取り巻く様々な状況の変化、

国内外で発生した事故・災害事例の教訓などもとに、常に見直し、改善を行うことが必要にな

ります。 

 こうした状況を踏まえ、学校の管理下において、熱中症事故の発生を未然に防ぐために、教

職員が的確に判断し、円滑に対応できるよう「熱中症対策ガイドライン」を策定し、児童生徒

の安全を確保するために、必要な事項を全教職員で周知し、理解し、行動できるようつなげて

いくことが必要です。 

 児童生徒の命や健康を守ることを最優先に考え、本市では「甲府市学校における熱中症ガイ

ドライン」を策定しました。このガイドラインを基に、日々、熱中症に関しての意識を高め、

地域の実情にあった適切な対応をお願いいたします。 
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第１章 熱中症について                               

１）熱中症とは 

体温を平熱に保つために汗をかき、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）の減少や血液の流

れが滞るなどして、体温が上昇して重要な臓器が高温にさらされたりすることにより発症する

障害の総称です。高温環境下に長期間いたとき、あるいはいた後の体調不良はすべて熱中症の

可能性があります。 

・死に至る可能性のある病態です。 

・予防法を知って、それを実践することで、防ぐことができます。 

・応急処置を知っていれば、重症化を回避し後遺症を軽減できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル2022」 
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２）熱中症を引き起こす条件 

熱中症を引き起こす条件は、「環境」「体」「行動」によるものが考えられます。 

①環境（気温、湿度、輻射熱、気流等） 

②体（体調、年齢、暑熱順化の程度等） 

③行動（活動強度、持続時間、水分補給等） 

 

【①環境】 

 

 

 

 

 

 

 

【②体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③行動】 

 

 

 

 

 

 

 

体温の上昇と調整機能のバランスが崩れると、どんどん身体に熱が溜まってしまいます。こ

のような状態が熱中症です。人の体温は測定する場所によって違っています。脳や内臓などの

体の内部の温度を「深部体温(中枢温)」といい、深部体温が 40℃以上で 30分以上経過すると、

死に至ることがあります。 

出典：環境省HP「熱中症予防情報サイト」 
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３）熱中症の症状及び重病度分類 

熱中症の重症度は「具体的な治療の必要性」の観点から、軽症（現場の応急処置で対応でき

る）、中等症（病院への搬送が必要）、重症（入院し集中治療が必要）と分類されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽症の場合「立ちくらみ」や「筋肉のこむら返り」等を生じますが、意識ははっきりしてい

ます。中等症では、全身の倦怠感や脱力、頭痛、吐き気、嘔吐、下痢等の症状が見られます。

このような症状が現れた場合には、直ちに医療機関へ搬送する必要があります。重症では高体

温に加え意識障害がみられます。けいれん、肝障害や腎障害も合併し、最悪の場合には死亡す

る場合もあります。 

 

４）熱中症の予防策 

熱中症は生命にかかわる病気ですが、予防法を知っていれば、発生や悪化を防ぐことができ

ます。日常生活における予防では、体温の上昇と脱水を抑えることが基本です。そのため、ま

ず大切なのは、暑い環境下に長時間いることを避けることです。学校生活の中では体育・スポ

ーツ活動において熱中症を発症することが多く、スポーツなどの体を動かす状況では、それほ

ど気温の高くない環境下でも熱中症を引き起こすことがあります。「暑くないから大丈夫」と

考えるのではなく、活動中の児童や生徒の状態をよく観察して、異常がないかを確認すること

出典：日本救急医学会「熱中症診療ガイドライン2015」 
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が大切です。 

「熱中症を予防しよう－知って防ごう熱中症－」（独立行政法人日本スポーツ振興センター 

学校災害防止調査研究委員会発行パンフレット）では、体育・スポーツ活動における熱中症予

防原則として、以下の５つを挙げています。 

 

 

 

 

 

 

 

①環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 

・ 暑さ指数（WBGT）計で測定するなど暑さ情報を収集する。 

（暑さ指数（WBGT）計がない場合は、温度や湿度を参考にする。） 

・ 環境条件・体調に応じた運動（強度と時間）にする。 

・ 暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にするようにし、休憩を頻繁に入れる。 

・ 激しい運動では、休憩は30 分に１回以上とることが望ましい。 

・ 暑い時期は、水分をこまめに補給する。 

②暑さに徐々に慣らしていくこと 

・ 急に暑くなった時は運動を軽くし、暑さに慣れるまでの数日間は、休憩を多くと

りながら、軽い短時間の運動から徐々に運動強度や運動量を増やす。 

・ 週間天気予報等の気象情報を活用して気温の変化を考慮した１週間の活動計画等

を作成する。 

③個人の条件を考慮すること 

・ 運動前、運動中、運動後の健康観察を行う。 

・ 体調不良を気軽に相談できる雰囲気を作る。 

・ 体調不良は正直に申告するように指導する。 

・ お互いの体調に注意して、声を掛け合うように指導する。 

④服装に気を付けること 

・ 暑いときは、服装は軽装とし、吸湿性や通気性のよい素材のものを着用する。 

・ 直射日光は帽子で防ぐ。 

・ 運動時に身に付けるプロテクターや防具等の保護具は、休憩時にはずすか緩める

などし、体の熱を逃がす。 

⑤具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し、必要な処置をすること 

・ 具合が悪くなった場合には、すぐに活動を中止し、風通しのよい日陰やクーラー

が効いている室内等に避難させる。 

＜熱中症予防の原則＞ 

①環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと 

②暑さに徐々に慣らしていくこと 

③個人の条件を考慮すること 

④服装に気を付けること 

⑤具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し、必要な処置をすること 
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・ 早く体を冷やし、体温を下げる。 

・ 水分を摂取できる状態であれば、冷やした水分と塩分を補給させる。 

（水分と塩分を適切に補給できる経口補水液やスポーツドリンクなど） 

・ 水を飲むことができない、症状が重い、休んでも回復しない場合には、医療機関

に搬送する。 

 

 

 

第２章 暑さ指数（WBGT)について                               

１）暑さ指数（WBGT）とは 

熱中症を引き起こす条件として「気温」は重要ですが、気温だけでは熱中症リスクは評価で

きません。暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature、湿球黒球温度）は、熱中症の危険

度を判断する環境条件の指標で、国際的にはISO 7243、国内ではJIS Z 8504（令和3年改訂）

として規格化されています。このWBGTは、人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目し、

熱収支に与える影響の大きい気温、湿度、日射・輻射など周辺の熱環境、風（気流）の要素を

取り入れた指標で、労働や運動時の熱中症予防に用いられています。単位は、気温と同じ℃を

用います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：鹿児島県南さつま市教育委員会「学校における熱中症対策ガイドライン」 

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル2022」 
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２）暑さ指数（WBGT）計の使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省「屋外日向の暑さ指数計の使い方」 
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３）暑さ指数（WBGT）に応じた注意事項等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 熱中症警戒アラートについて                               

１）熱中症警戒アラートとは 

「熱中症警戒アラート」は、熱中症の危険性が極めて高くなることが予測された場合に気象

庁・環境省から提供される情報です。熱中症の危険性が極めて高くなると予測された際に、危

険な暑さへの注意を呼びかけ、 熱中症予防行動をとるためのものになります。 

 

２）発表方法及び基準等 

①発表方法 

気象庁の防災情報提供システムを通じて地域公共団体や報道機関等に対して発表されます。

また、同時に気象庁のウェブサイト及び環境省熱中症予防情報サイトにも掲載されます。 

②発表基準 

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル2022」 



10 

発表対象地域内の暑さ指数(WBGT)算出地点のいずれかで、日最高暑さ指数が 33以上になると

予測された場合に発表されます。また、発表内容には、暑さ指数の予測値や予想最高気温の値

だけでなく、具体的に取るべき熱中症予防行動も含まれていることが特徴です。 

③発表のタイミング 

前日の 17時頃及び当日の 5時頃に、最新の予測値をもとに発表されます。 

④「熱中症警戒アラート」情報の入手 

「熱中症警戒アラート」は、気象庁の防災情報提供システム、関係機関のWEB ページ、SNS 

を通じて多くの方が情報を入手できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 熱中症の予防措置について                               

１）事前の対応 

熱中症予防では、体温の上昇と脱水を抑えることが基本であり、暑い環境下に長時間いるこ

とを避けることが大切です。学校生活の中では、体育・スポーツ活動において熱中症を発症す

ることが多く、スポーツなどの体を動かす状況では、それほど気温の高くない環境下でも熱中

症を引き起こすことがあります。「暑くないから大丈夫」と考えるのではなく、活動中の児童

や生徒の状態をよく観察して、異常がないかを確認することが大切です。 

校長は、児童生徒の熱中症を予防するため、必要に応じて担当教職員に指示し、暑さ指数

（WBGT）を用いて環境条件の評価を行うとともに、第２章の３）「暑さ指数（WBGT）に応じた

注意事項等」や本章の３）「暑さ指数ごとの教職員の判断や行動の目安」に基づいて、日常生

活や運動の実施可否等に関する判断を下します。 

①教職員への啓発 

・全教職員で熱中症とその予防について共通理解を図る。 

②児童生徒への指導 

・児童生徒等が自ら熱中症の危険を予測し、安全確保の行動をとることができるよう指導す 

る。 

③各学校の実情に応じた対策 

・近年の最高気温の変化や熱中症発生状況等を確認し、各学校の実情に応じた対策を検討す 

る（危機管理マニュアルの作成等）。 

熱中症警戒アラート、暑さ指数（WBGT）の情報共有の徹底を 

熱中症警戒アラートが発表され、学校で暑さ指数（WBGT）を測定するなど熱中症に警

戒すべき状況下にあったものの、その情報が担任の先生まで周知されておらず、適切な

対応がとられなかったため、熱中症を発症した生徒を救急搬送した事例があります。 

熱中症防止のために必要な情報は、迅速に必要な者へ周知されるよう日頃から心がけ

てください。 

出典：環境省・文部科学省「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」 
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④体調不良を受け入れる文化の醸成 

・気兼ねなく体調不良を言い出せる、相互に体調を気遣える環境・文化を醸成する。 

⑤情報収集と共有 

・熱中症予防に係る日々の情報収集の手段と全教職員への伝達方法を整備する。 

⑥暑さ指数（WBGT）を基準とした運動・行動の指針を設定 

・既存の指標を参考に、運動や各種行事の指針を予め設定する。 

⑦暑さ指数（WBGT）の把握と共有 

・暑さ情報を誰もが見やすい場所に設置し、児童生徒等も含め学校全体で共有する。 

⑧日々の熱中症対策のための体制整備 

・「熱中症警戒アラート」発表時の対応も含め、設定した指標に基づき、日々運動や各種行 

事での対策を決定・指示する体制を整備する。 

⑨保護者への情報提供 

・熱中症対策に係る保護者の理解醸成のため、熱中症対策を保護者とも共有する。 

 

２）各活動における対策 

①校庭・体育館での活動 

・校庭や体育館などの活動場所で、暑さ指数（WBGT）を測定する。 

・「熱中症警戒アラート」発表時には、十分留意する。 

②プールでの活動 

・プールサイドが高温になりやすいこと、水中においても発汗・脱水があることに留意し、 

他の体育・スポーツ活動時と同様に対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：独立行政法人日本スポーツ振興センター「学校屋外プールにおける熱中症対策」 
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③部活動 

・体育の授業と同様に対応するが、部活動は体育よりも運動強度が高いこと、防具を着用す 

る競技では薄着になれないこと等、よりきめ細やかな配慮をする。 

④各種行事 

・運動会、遠足及び校外学習等の各種行事を実施する場合は、計画段階、前日までに行うこ 

と及び当日に行うことに分けて対策を講じる。 

・児童生徒等の健康状態を確実に把握する。 

⑤教室内の授業 

・児童生徒等の健康状態を考慮する。 

・教室等の温度は28℃以下であることが望ましい（学校環境衛生基準）とされているため、 

各教室の温度や湿度を確認し、各学校のエアコン利用規程に従って、適切に使用する。 

⑥登下校時 

・児童生徒等に涼しい服装や帽子の着用、適切な水分補給について指導する。 

・保護者に対しても熱中症対策について周知する。 

⑦週休日等の部活動及び各種行事（PTA 活動等） 

・基本的には、授業日と同様(WBGT)に応じた対策をとる。 

・真夏には暑い日中を避け、朝夕の時間帯に練習時間や実施時間を移すあるいは日中は強度 

の高い運動を避けるなど、計画段階から暑さを考慮する。 

・「熱中症警戒アラート」等の情報収集、伝達及び対応判断の手順を事前に整える。 

 

３）暑さ指数ごとの教職員の判断や行動の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：神奈川県教育委員会「神奈川県立学校熱中症予防ガイドライン【令和３年６月改訂版】」 
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第５章 熱中症発生時及び事故後の対応について                               

１）緊急時のための体制づくり 

 緊急時のための体制づくりを構築し、校内職員で周知する必要があります。 

 熱中症が疑われる時には、放置すれば死に至る緊急事態であることをまず認識しなければな

りません。緊急事態に迅速かつ的確に応急処置を講じるため、次の①～④について学校の体制

を確立する必要があります。 
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①熱中症発生時の教職員の役割分担を定め、全員が理解しておくとともに、職員室、保健室 

及び事務室等の見やすい場所に掲示する。 

②緊急時に連絡する消防署、医療機関、校内（管理職・養護教諭・学年主任等）及び関係諸 

機関等の所在地及び電話番号などを掲示する。 

③応急手当や救急処置（心肺蘇生と AEDの使用）等に関する講習を行うなど、実際の対応 

ができるようにしておく。 

④救急搬送の必要な傷病者が出た場合に備え、各種行事前に現地消防組織、近隣医療機関と 

連携しておく。 

出典：環境省・文部科学省「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」 

出典：千葉県市原市教育委員会「市原市立小・中学校熱中症対応ガイドライン」一部改変 
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２）発生時の応急処置 

①涼しい環境への避難 

・活動場所の周辺にクーラーが効いている室内等があれば、そこに運ぶ。 

・ない場合は、風通しの良い場所に運ぶ。 

②脱衣と冷却 

・衣服を脱がせて（ゆるめて）、風通しを良くする。 

・濡らしたタオルやハンカチをあて、うちわや扇風機であおぐことによって体を冷やす。氷 

 やアイスパックがあれば、頸部（首の付け根の部分）、腋の下、太腿の付け根などの大きい 

血管を集中的に冷やす。 

③水分・塩分の補給 

・大量の発汗があった場合には、汗で失われた塩分も適切に補える経口補水液やスポーツド 

リンク等が最適。食塩水（水 1 リットルに１～２g の食塩）も有効。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省HP「熱中症予防情報サイト」 
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３）事故後の対応について 

 熱中症発生後の対応として、①引渡しと待機 ②心のケア ③調査・検証・報告・再発防止等

に関する行動指針をあらかじめ設定しておくことが必要です。 

①引渡しと待機･･･児童生徒等の保護者への引渡し、病院への搬送、引渡しまでの待機の判 

断や方法等 

②心のケア･･･心の健康状態の把握方法、支援体制等 

③調査・検証・報告・再発防止等･･･情報の整理と保護者等への説明や対応、調査結果の公 

表等 ※「感染症・食中毒等による健康被害発生時の 

事故報告について（令和３年４月５日付け教安第２２ 

号）」参照 

 

４）事故事例からの教訓 

 次の①～⑥に示すのは、過去に起こった学校の管理下における熱中症死亡事例です。屋外だ

けで起こるものでも、運動中だけに起こるものでもありません。事故が起きた要因やその対策

について考えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重症度（救急搬送の必要性）を判断するポイント】 

※どれか１つでも該当したら迷わず、救急搬送の要請を！ 

□ 意識がしっかりしているか。応答が鈍くないか、言動がおかしくないか。 

□ 自分で水分補給ができるか。嘔吐していないか。 

□ 水分補給や体の冷却などの応急処置をして、症状が改善したか。 

①３５℃以上の環境下では、運動は原則中止！ 

野球部の夏合宿中、最高気温３５℃の晴天の中で練習を終えたあと、６km 離れた宿舎ま

で上級生とジョギングをしながら向かった。歩いたり、水分補給をしたりしながら宿舎に到

着し、水シャワーを浴びるころから、本生徒の会話の様子に異常がみられ、部屋へ運んだ。

その後呼吸が苦しそうになったため、気道確保したが、しばらくして反応がなく、呼吸も激

しくなったため、救急車で病院に搬送した。（高等専門学校２年、男子） 

②炎天下のランニングは要注意！ 

夏期休業中、ラグビー部の県外合同練習に参加していた。他校チームと２５分ハーフの試

合後、日陰で２０分程休憩、ミーティ ング、更衣、給水などをした。次の試合まで２時間

以上あったので、３０分のランニング練習に入った。６０ｍグループ走の途中、指導教師が

本生徒の顔色が悪いのに気付き、中止を指示し、日陰に横にさせた。吐き気が続くため、救

急車で病院に搬送した。（高等学校２年、男子） 
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出典：日本スポーツ振興センターHP「学校管理下における熱中症死亡事例」 

③直射日光の当たらない室内でも熱中症は起こります！ 

柔道部活動時、他校武道場で合同練習を行っていた。準備運動、寝技、投げ込み後、乱取

りの練習を始めたところ、本生徒が疲れた様子だったので、教師が休憩するよう指示をし

た。しかし、意識もうろう、右手の硬直がみられ、救急車で病院に搬送した。（中学校２年、

男子） 

④運動後、下校中に急変することもあります！ 

バレーボール部活動中、体調が悪くなったので見学し、部活動終了後、友人と一緒に下校

していた。自転車を押しながら、ふらふらしつつも、上り坂を上がったあと、後ずさりしな

がら後ろに倒れた。友人が渡したジュースを１本飲んだあと、意識がなくなり、けいれんを

起こしたので、救急車で病院に搬送した。（高等学校１年、男子） 

⑤休み明けの急な激しい運動は要注意！ 

試験休みの剣道部活動時、朝１０時半から夕方１８時ごろまで練習していた。その後、け

いこや大会について、顧問教師から話があったあと、１９時から練習を再開したところ、突

然具合が悪そうになり、道場の隅にうずくまった。横になって休むように指示をし、練習終

了後、様子を見たところ、意識等に異常がみられたため、車で病院に搬送した。（高等学校

３年、男子） 

⑥楽しい学校行事、しかし油断は禁物です！ 

５、６年生合同の遠足中、班別でオリエンテーリングをしていた。出発後約６０分、２km

程の所で、本児の足がもつれてきたため、木陰で休ませ、お茶を飲ませるなどしていた。し

かし、 顔色不良、口からよだれのようなものをたらし始めたので、救急車で病院に搬送し

た。（小学校６年、男子） 
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参考資料等                                       

◇学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き（環境省・文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/content/210528-mxt_kyousei01-000015427_02.pdf 

◇熱中症予防情報サイト（環境省） 

https://www.wbgt.env.go.jp/ 

◇熱中症環境保健マニュアル 2022（環境省） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_full.pdf 

◇熱中症を予防しよう－知って防ごう熱中症－（日本スポーツ振興センター） 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/kenko/jyouhou/pdf/nettyuusyo/nettyuu

syo_all.pdf 

◇学校事故対応に関する指針と学校管理下における重大事故事例（文部科学省） 

https://anzenkyouiku.mext.go.jp/guideline-jikotaiou/index.html 

◇学校の管理下における熱中症死亡事例 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/Portals/0/anzen/kenko/jyouhou/pdf/nettyuusyo/27netty 

uusyo_p6_8.pdf 

◇「横浜市立学校 熱中症対策ガイドライン」（令和５年 5 月：横浜市教育委員会事務局） 

◇「神奈川県立学校熱中症予防ガイドライン」（令和３年６月：神奈川県教育委員会） 

◇「市原市立小・中学校熱中症対応ガイドライン」（平成３１年 4月：千葉県市原市教育委員会） 

◇「学校における熱中症対策ガイドライン」（令和４年２月：鹿児島県南さつま市教育委員会） 

◇「学校における熱中症対策ガイドライン」（令和３年 10月：岐阜県池田町教育委員会） 

◇「（例）危機管理マニュアル【熱中症】」（令和５年 5月：北海道教育庁学校教育局） 

◇「北杜市立学校における熱中症対策ガイドライン」（令和５年８月：山梨県北杜市教育委員会） 

 


